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一和
歌
に
対
す
る
漢
詩
文
の
影
響
に
は
、
題
や
歌
語
の
中
に
詩
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
直
接
的
な
影
響
が
明
ら
か
な
場
合
だ
け
で
な
く
、
歌
人
の
持
つ
漢
詩
文
の
素
養
を
背
景
に
間
接
的
な
影
響
と
言
え
る
よ
う
な
関
係
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
漢
詩
文
摂
取
が
進
み
、
漢
詩
文
の
素
養
が
多
く
の
歌
人
に
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
新
古
今
時
代
の
和
歌
に
お
い
て
は
、
直
接
的
な
影
響
だ
け
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
ろ
う
。
特
に
、
和
漢
兼
作
者
で
あ
る
良
経
や
、『
明
月
記
』
を
書
い
た
定
家
に
と
っ
て
、
漢
詩
文
は
基
本
的
な
素
養
で
あ
り
、
直
接
的
な
影
響
関
係
だ
け
に
目
を
向
け
る
だ
け
で
は
必
ず
し
も
漢
詩
文
の
影
響
を
論
じ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
歌
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
間
接
的
な
影
響
を
調
べ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
歌
合
の
中
で
詠
ま
れ
た
和
歌
に
は
、
漢
文
表
記
の
判
詞
、
な
い
し
は
漢
文
体
を
交
え
て
書
か
れ
た
判
詞
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
歌
合
判
詞
に
あ
え
て
漢
文
を
用
い
る
の
は
、
判
者
に
漢
才
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
首
に
も
漢
詩
文
の
影
響
や
背
景
が
あ
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
判
者
が
漢
詩
文
の
世
界
を
通
じ
て
和
歌
の
世
界
を
捉
え
る
な
ん
ら
か
の
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
一
首
に
及
ぼ
す
漢
詩
文
の
影
響
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
漢
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歌
合
判
詞
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
世
界
の
背
後
に
広
が
る
漢
詩
文
の
世
界
を
知
る
一
端
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
漢
文
判
詞
と
い
う
の
は
、
本
文
や
参
考
に
し
た
漢
詩
句
を
直
接
指
摘
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
は
極
力
除
き
、
和
歌
の
表
現
を
漢
語
や
漢
文
を
用
い
て
鑑
賞
な
い
し
は
批
評
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
文
判
詞
を
中
心
に
、
千
載
集
か
ら
新
古
今
時
代
の
歌
合
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
時
代
に
限
ら
ず
、
漢
文
判
詞
を
行
っ
た
例
は
少
な
く
、
特
に
定
家
以
外
の
判
者
で
は
決
し
て
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
お
お
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
基
俊
、
俊
成
、
定
家
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
基
俊
は
和
漢
に
及
ぶ
博
学
で
、
漢
文
を
交
え
た
判
詞
が
顕
著
に
現
れ
た
歌
合
と
し
て
、
長
承
三
年
の
「
中
宮
亮
顕
輔
家
歌
合
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
基
俊
は
「
余
情
」「
幽
玄
」「
妖
艶
」
な
ど
の
評
語
を
用
い
て
お
り
、
歌
合
歌
論
の
域
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
、
殊
に
建
保
期
以
降
の
晩
年
の
定
家
の
判
詞
（「
内
裏
百
番
歌
合
」「
石
清
水
若
宮
歌
合
」「
光
明
─ 62 ─
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寺
摂
政
家
歌
合
」「
名
所
月
歌
合
」
に
見
ら
れ
る
判
詞
）
に
お
い
て
は
、「
妖
艶
之
体
」「
妖
艶
之
姿
」「
雅
頌
之
体
」「
幽
玄
之
境
」
な
ど
、
歌
体
を
捉
え
る
た
め
に
漢
文
判
詞
を
用
い
た
意
図
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
漢
文
体
の
歌
論
で
あ
る
『
詠
歌
大
概
』
と
も
関
連
し
て
、
理
論
を
書
く
時
の
文
体
と
し
て
漢
文
体
を
用
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
家
の
論
文
構
造
に
及
ん
だ
漢
詩
文
の
影
響
（『
古
今
集
』
真
名
序
の
摂
取
も
窺
え
る
）
に
つ
い
て
は
論
を
改
め
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
表
現
の
問
題
と
し
て
、
俊
成
、
定
家
の
漢
文
判
詞
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
二
ま
ず
、
俊
成
の
漢
文
判
詞
と
し
て
は
次
の
三
例
を
取
り
上
げ
た
い
。
永
万
二
（
一
一
六
六
）
年
「
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
」
と
承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
「
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
千
載
集
時
代
の
歌
合
で
あ
る
。
①
く
ま
も
な
き
み
そ
ら
に
秋
の
月
す
め
ば
庭
に
は
冬
の
氷
を
ぞ
し
く
（「
月
」
・
四
番
左
持
・
六
三
・
雅
頼
）
名
に
た
か
き
を
ば
す
て
山
の
月
影
も
秋
は
こ
と
に
ぞ
照
り
ま
さ
り
け
る
（
同
右
・
六
四
・
右
京
大
夫
）
左
歌
、
銀
漢
雲
尽
秋
月
澄
澄
、
沙
庭
霜
凝
冬
氷
凛
凛
、
見
其
文
体
、
已
以
詩
篇
、
心
匠
之
至
尤
可
翫
之
、
右
歌
、
を
ば
す
て
山
の
月
も
秋
な
り
と
い
へ
る
、
猶
詠
月
の
歌
、
已
当
正
理
、
こ
と
に
め
づ
ら
し
き
と
こ
ろ
な
け
れ
ど
、
歌
合
の
歌
と
見
え
た
り
、
仍
又
為
持
（「
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
」）
傍
線
部
の
判
の
如
く
、
雅
頼
の
歌
は
詩
篇
の
文
体
を
為
し
て
い
る
点
で
評
価
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
に
『
千
載
集
』（
秋
上
・
二
七
九
）
に
入
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
首
で
は
、
空
の
景
と
眼
前
の
庭
の
景
の
関
係
は
、
空
に
秋
の
月
が
澄
み
渡
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
砂
庭
が
冬
の
景
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
因
果
関
係
で
あ
る
。
こ
の
見
立
て
は
、
李
白
の
詩
句
、
牀
前
看
月
光
　
疑
是
地
上
霜
（
盛
唐
・
李
白
「
静
夜
思
」）
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、「
氷
を
ぞ
し
く
」
か
ら
、
本
一
首
は
、
秦
甸
之
一
千
余
里
　
凛
凛
氷
舗
漢
家
之
三
十
六
宮
　
澄
澄
粉
飾
（
和
漢
朗
詠
集
上
・
秋
・
「
十
五
夜
付
月
」
・
二
四
〇
・
公
乗
億
「
十
五
夜
賦
」
）
と
の
関
係
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）
。
俊
成
判
も
こ
の
詩
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
雅
頼
の
歌
で
は
空
か
ら
庭
へ
と
視
点
の
移
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
広
大
な
空
間
と
眼
前
の
景
、
あ
る
い
は
秋
の
景
と
冬
の
景
を
対
比
す
る
要
素
も
備
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
詩
文
的
背
景
と
対
比
性
を
捉
え
て
、
俊
成
は
漢
文
の
対
句
で
判
を
行
い
、
詩
篇
の
文
体
を
為
し
て
い
る
も
の
と
評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
雅
頼
の
歌
に
お
い
て
月
の
照
ら
す
空
間
が
砂
庭
で
あ
り
、
俊
成
も
判
詞
に
「
沙
庭
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
風
吹
枯
木
晴
天
雨
　
月
照
平
沙
夏
夜
霜
（
和
漢
朗
詠
集
上
・
夏
・
「
夏
夜
」
・
一
五
〇
・
白
楽
天
）
と
の
関
連
も
窺
え
よ
う
。
な
お
、「
十
五
夜
賦
」
を
典
拠
と
し
た
歌
と
し
て
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
注
２
）
、
俊
成
自
身
の
、
─ 63 ─
月
清
み
都
の
秋
を
見
わ
た
せ
ば
千
里
に
し
け
る
氷
な
り
け
り
（
長
秋
詠
藻
・
秋
・
二
四
五
、
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
三
一
）
と
い
う
一
首
が
あ
る
。『
長
秋
詠
藻
』
の
こ
の
歌
の
左
注
に
は
「
二
条
院
御
時
也
」
と
見
え
る
の
で
、「
く
ま
も
な
き
」
の
歌
よ
り
早
い
時
期
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
例
目
は
、
和
歌
表
現
を
五
言
句
二
句
に
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
春
風
に
か
つ
ち
り
ぬ
ら
し
さ
く
ら
花
か
か
り
も
や
ら
ぬ
峰
の
し
ら
雲
（「
遥
見
山
花
」
・
五
番
左
持
・
九
・
賢
辰
蔵
人
公
）
た
ぐ
ひ
な
き
に
ほ
ひ
な
れ
ど
も
よ
そ
に
て
は
雲
に
見
ま
が
ふ
山
ざ
く
ら
か
な
（
同
右
・
一
〇
・
観
宗
讃
岐
公
）
左
は
春
風
且
零
落
、
峰
雲
不
懸
遠
と
い
へ
る
、
心
は
こ
と
な
る
事
な
け
れ
ど
、
姿
い
と
を
か
し
、
右
は
花
匂
無
比
類
、
雲
色
猶
相
混
と
い
へ
る
、
心
は
を
か
し
き
を
、
見
ま
が
ふ
と
い
ふ
詞
、
す
こ
し
た
ら
ず
や
あ
ら
ん
、
左
右
雖
有
得
失
、
勝
負
已
不
分
明
、
猶
又
持
な
る
べ
し
（「
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」）
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
の
上
句
と
下
句
の
そ
れ
ぞ
れ
を
五
言
句
で
表
現
し
て
、
判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
五
言
句
や
類
縁
の
詩
句
は
管
見
で
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
俊
成
が
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
を
元
に
し
て
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
和
歌
も
上
句
と
下
句
が
対
を
な
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
が
表
現
し
て
い
る
美
的
世
界
が
普
遍
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
俊
成
を
し
て
五
言
句
に
よ
る
漢
文
判
詞
を
作
ら
し
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
例
目
も
「
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」
の
判
詞
で
、
和
歌
の
境
地
に
通
ず
る
中
国
文
学
の
作
者
と
作
品
を
次
の
よ
う
な
形
で
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
③
ほ
と
と
ぎ
す
過
ぎ
が
て
に
な
く
古
郷
を
い
か
で
か
人
の
住
み
あ
ら
し
け
む
（「
古
郷
郭
公
」
・
十
番
左
持
・
一
九
・
蓮
忠
）
い
に
し
へ
を
お
も
ひ
出
で
て
や
ほ
と
と
ぎ
す
声
を
高
津
の
宮
に
な
く
ら
ん
（
同
右
・
二
〇
・
泰
覚
）
此
番
、
と
も
に
優
に
こ
そ
侍
る
め
れ
、
各
、
古
郷
を
思
へ
る
こ
こ
ろ
、
彼
箕
子
之
作
麦
秀
詩
、
周
大
夫
之
成
黍
離
章
、
み
な
此
心
な
る
べ
し
、
高
津
宮
も
古
を
お
も
ひ
出
で
て
や
と
い
ひ
て
は
、
い
ま
少
し
よ
く
聞
ゆ
る
な
る
べ
し
、
い
づ
れ
も
何
と
な
く
あ
は
れ
に
聞
ゆ
、
よ
り
て
又
為
持
傍
線
部
の
如
く
、
旧
都
、
あ
る
い
は
故
国
へ
の
感
慨
と
い
う
点
で
和
漢
に
共
通
す
る
情
を
認
め
て
い
る
。
歌
題
で
あ
る
「
古
郷
郭
公
」
の
本
意
は
、
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
た
土
地
、
忘
れ
去
ら
れ
荒
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
に
昔
を
し
の
ん
で
鳴
く
郭
公
で
あ
る
。「
箕
子
之
作
麦
秀
詩
」
と
い
う
の
は
、
殷
が
天
下
を
失
っ
て
か
ら
、
そ
の
忠
臣
箕
子
が
昔
の
都
の
墟
を
通
り
過
ぎ
た
時
に
嘆
い
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。『
史
記
』（
宋
微
子
世
家
第
八
）
に
は
「
麦
秀
漸
漸
兮
、
禾
黍
油
油
。
彼
狡
僮
兮
、
不
与
我
好
兮
」（
注
３
）
と
あ
り
、『
尚
書
大
伝
』（
巻
五
周
伝
七
）
に
は
こ
れ
を
微
子
の
作
と
し
て
、「
麦
秀
憔
兮
、
禾
黍
、
彼
狡
童
兮
、
不
我
好
兮
」（
注
４
）
に
作
る
。
「
周
大
夫
之
成
黍
離
章
」
と
は
、『
詩
経
』
王
風
所
収
の
「
黍
離
序
」
並
び
に
「
黍
離
」
を
指
し
、
こ
れ
は
東
周
の
大
夫
が
西
周
の
王
宮
の
跡
が
黍
畑
と
な
っ
て
荒
れ
果
て
て
い
る
の
を
見
て
嘆
い
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
麦
秀
詩
」
も
「
黍
離
章
」
も
亡
国
の
嘆
き
を
言
い
表
す
言
葉
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
境
地
に
至
る
と
、
単
に
和
歌
に
対
す
る
漢
詩
文
の
影
響
と
い
う
よ
り
も
、
和
歌
の
表
現
─ 64 ─
し
得
る
情
趣
が
高
い
普
遍
性
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。三
定
家
で
は
、
千
載
集
時
代
の
「
宮
河
歌
合
」、
新
古
今
時
代
の
「
千
五
百
番
歌
合
」、
そ
し
て
建
保
期
以
降
の
い
く
つ
か
の
歌
合
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
定
家
の
和
歌
に
対
す
る
態
度
や
歌
風
の
変
遷
の
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
も
漢
文
判
詞
の
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
文
治
五
（
一
一
八
九
）
年
頃
の
「
宮
河
歌
合
」（
三
十
六
番
）
で
あ
る
が
、
漢
文
判
詞
は
以
下
の
如
く
四
番
見
ら
れ
る
。
①
万
代
を
山
田
の
は
ら
の
あ
や
杉
に
風
し
き
た
て
て
こ
ゑ
よ
ば
ふ
な
り
（
一
番
左
持
・
一
・
玉
津
島
海
人
）
流
れ
い
で
て
み
跡
た
れ
ま
す
み
づ
が
き
は
宮
河
よ
り
や
わ
た
ら
ひ
の
し
め
（
同
右
・
二
・
三
輪
山
老
翁
）
左
右
歌
、
義
隔
凡
俗
、
興
入
幽
玄
、
聞
杉
上
之
風
声
、
摸
柿
下
之
露
詞
、
見
宮
河
之
流
、
探
蒼
海
之
底
、
短
慮
易
迷
、
浅
才
難
及
者
歟
、
仍
先
為
持
②
ふ
る
巣
う
と
く
谷
の
鶯
な
り
は
て
ば
わ
れ
や
か
は
り
て
な
か
ん
と
す
ら
ん
（
四
番
左
持
・
七
）
色
に
し
み
か
も
な
つ
か
し
き
梅
が
え
に
を
り
し
も
あ
れ
や
鶯
の
な
く
（
同
右
・
八
）
右
、
対
紅
梅
之
濃
香
、
感
黄
鶯
之
妙
曲
、
左
、
聞
新
路
之
嬌
音
、
諳
旧
巣
之
閑
居
、
景
気
雖
異
、
歌
詞
是
均
者
歟
③
月
の
色
に
心
を
ふ
か
く
そ
め
ま
し
や
宮
こ
を
出
で
ぬ
我
が
身
な
り
せ
ば
（
十
四
番
左
・
二
七
）
わ
た
の
原
波
に
も
月
は
か
く
れ
け
り
み
や
こ
の
山
を
な
に
い
と
ひ
け
ん
（
同
右
勝
・
二
八
）
両
首
歌
、
洛
外
之
月
色
、
海
上
之
暁
影
、
又
し
ひ
て
わ
き
が
た
く
侍
れ
ど
、
右
、
浪
に
も
月
は
な
ど
い
へ
る
、
今
す
こ
し
つ
よ
く
聞
え
侍
ら
む
④
霜
う
づ
む
葎
が
し
た
の
蟋
蟀
あ
る
か
な
き
か
の
こ
ゑ
聞
ゆ
な
り
（
廿
四
番
・
左
持
・
四
七
）
小
倉
山
ふ
も
と
の
里
に
木
の
葉
ち
れ
ば
梢
に
は
る
る
月
を
み
る
か
な
（
同
右
・
四
八
）
両
首
歌
、
左
、
暮
秋
霜
底
、
聞
暗
蛬
残
声
、
右
、
寒
夜
月
前
、
望
黄
葉
落
色
、
意
趣
各
宜
、
歌
品
是
同
、
仍
為
持
こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
は
「
宮
河
歌
合
」
の
一
番
で
あ
る
。
③
の
「
月
の
色
に
」
の
歌
は
『
新
古
今
集
』（
雑
上
・
一
五
三
四
）、
同
じ
く
「
わ
た
の
原
」
の
歌
は
『
玉
葉
集
』（
秋
下
・
六
五
八
）、
④
の
「
小
倉
山
」
の
歌
は
『
新
古
今
集
』（
冬
・
六
〇
三
）
に
入
集
さ
れ
て
い
る
。
松
村
雄
二
氏
は
「
漢
語
に
託
し
て
ス
ト
レ
イ
ト
に
自
己
を
定
位
し
よ
う
と
す
る
こ
の
姿
勢
は
、
定
家
が
歌
合
の
判
詞
や
歌
論
を
始
め
、
注
釈
書
類
で
も
好
ん
で
使
う
姿
勢
で
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
①
の
判
詞
に
つ
い
て
は
「
漢
学
に
強
か
っ
た
藤
原
基
俊
あ
た
り
の
判
詞
に
倣
っ
て
の
か
な
り
気
取
っ
た
詞
で
始
め
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
注
５
）
。
そ
の
よ
う
に
、
若
輩
の
定
家
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が
西
行
の
秀
歌
に
加
判
を
行
う
に
際
し
、
深
い
敬
意
と
並
々
な
ら
ぬ
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
宮
河
歌
合
」
は
伊
勢
神
宮
に
奉
納
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
こ
と
に
一
番
は
神
祇
歌
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
歌
そ
の
も
の
に
漢
詩
文
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
は
言
及
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
②
と
④
の
判
詞
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
も
①
③
の
判
詞
と
同
様
に
、
韻
こ
そ
踏
ま
え
て
い
な
い
も
の
の
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
鑑
賞
が
対
句
的
で
あ
る
。
ま
た
、
①
で
も
「
義
」
と
「
興
」
と
い
う
二
つ
の
用
語
か
ら
左
右
の
歌
を
評
価
し
た
の
と
同
じ
く
、
②
で
は
「
景
気
」
と
「
歌
詞
」、
④
で
は
「
意
趣
」
と
「
歌
品
」
と
い
う
よ
う
に
、
評
を
行
う
上
で
の
歌
論
用
語
の
用
い
方
も
整
っ
て
い
る
。
②
の
「
ふ
る
巣
う
と
く
」
の
歌
の
判
詞
に
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
（
注
６
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
次
の
詩
句
を
用
い
て
い
る
。
新
路
如
今
穿
宿
雪
　
旧
巣
為
後
属
春
雲
（
和
漢
朗
詠
集
上
・
春
・
「
鶯
」
・
七
〇
・
道
真
）
鶯
が
谷
を
出
て
早
春
を
報
せ
る
と
い
う
自
然
の
節
目
を
捉
え
る
の
は
、
も
と
も
と
漢
文
世
界
に
始
ま
っ
た
季
節
感
で
あ
る
か
ら
、
定
家
は
直
ち
に
こ
の
詩
句
を
想
起
し
て
対
句
を
綴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
行
自
身
は
漢
文
世
界
を
意
識
し
て
詠
じ
て
い
る
と
考
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
然
の
中
で
感
じ
取
っ
た
季
節
感
で
あ
っ
た
と
言
っ
た
方
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
わ
れ
や
か
は
り
て
な
か
ん
と
す
ら
ん
」
と
受
け
る
の
は
、
自
然
の
中
で
生
き
た
西
行
な
ら
で
は
の
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
の
ち
に
定
家
は
、
鶯
の
か
へ
る
故
す
や
た
ど
る
ら
ん
雲
に
あ
ま
ね
き
春
雨
の
空
（
拾
遺
愚
草
下
・
春
・
「
暮
春
雨
」
・
二
一
八
一
、
承
久
元
年
）
と
詠
ん
で
い
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
句
を
本
文
に
暮
春
の
古
巣
を
描
い
て
い
る
。
④
の
「
霜
う
づ
む
」
の
歌
及
び
定
家
の
判
詞
は
、
お
く
霜
に
草
の
か
れ
ゆ
く
時
よ
り
ぞ
む
し
の
鳴
く
ね
も
た
か
く
き
こ
ゆ
る
（
千
里
集
・
秋
・
三
九
・
「
霜
草
欲
枯
虫
怨
苦
」）
と
い
う
千
里
の
歌
と
、
句
題
で
あ
る
「
霜
草
欲
枯
虫
怨
苦
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
「
答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈
」
で
は
「
霜
草
欲
枯
虫
思
急
」、『
和
漢
朗
詠
集
』
上
・
秋
・
「
虫
」
・
三
二
八
で
は
「
霜
草
欲
枯
虫
思
苦
」）
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
江
千
里
集
』
の
句
題
に
は
「
霜
草
欲
枯
虫
怨
苦
」、
群
書
類
従
本
に
は
「
霜
草
多
枯
虫
思
忽
」
と
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
白
氏
文
集
』
に
拠
っ
た
と
考
え
れ
ば
「
霜
草
欲
枯
虫
思
急
」
で
あ
る
。「
急
」
と
い
う
語
か
ら
「
た
か
く
き
こ
ゆ
る
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
音
は
蟋
蟀
の
差
し
迫
っ
た
哀
れ
な
鳴
き
声
で
あ
ろ
う
。
西
行
の
歌
の
場
合
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
こ
れ
も
実
感
ゆ
え
の
感
覚
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
西
行
は
こ
の
一
首
を
『
山
家
集
』
の
冬
（
四
九
三
）
に
入
れ
て
お
り
、
詞
書
に
は
「
十
月
は
じ
め
つ
か
た
、
や
ま
ざ
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
き
り
ぎ
り
す
の
こ
ゑ
の
わ
づ
か
に
し
け
れ
ば
よ
め
る
」
と
書
い
て
い
る
。
秋
の
景
で
あ
る
白
楽
天
の
詩
句
を
背
後
に
持
ち
つ
つ
も
、
実
感
を
伴
う
受
容
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
定
家
が
「
暮
秋
」
の
景
と
解
し
た
の
は
和
歌
の
伝
統
的
な
季
節
感
で
あ
り
、
ま
た
、
漢
文
で
判
を
行
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
白
楽
天
の
詩
句
も
浮
か
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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④
の
「
小
倉
山
」
の
歌
は
紅
葉
の
落
葉
と
見
ら
れ
る
が
、
落
葉
し
た
梢
か
ら
月
が
透
け
て
見
え
る
様
を
詠
ん
だ
漢
詩
に
、
梧
桐
影
脆
難
籠
月
　
楊
柳
梢
晴
不
碍
風
（
和
漢
兼
作
集
・
冬
上
・
九
四
二
・
資
綱
「
葉
落
寒
林
透
」）
が
見
ら
れ
る
。『
和
漢
兼
作
集
』
は
鎌
倉
中
期
の
私
撰
詩
歌
集
で
あ
る
が
、
作
者
資
綱
は
後
拾
遺
集
時
代
の
人
で
あ
る
。
西
行
や
定
家
が
こ
の
漢
詩
を
想
起
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
叙
景
が
漢
詩
文
世
界
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
四
続
い
て
建
仁
元
〜
三
（
一
二
〇
一
〜
〇
三
）
年
の
「
千
五
百
番
歌
合
」
に
見
ら
れ
る
漢
文
判
詞
の
考
察
に
移
る
。
七
言
句
二
句
で
判
詞
に
替
え
た
良
経
判
は
除
い
て
、
漢
文
も
し
く
は
漢
文
体
を
交
え
て
和
歌
表
現
を
鑑
賞
し
た
も
の
は
定
家
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。
定
家
は
和
歌
か
ら
漢
詩
的
な
世
界
へ
と
連
想
を
広
げ
、
更
に
は
そ
れ
を
自
身
の
作
品
へ
と
昇
華
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。
以
下
の
九
例
が
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
、
す
べ
て
定
家
判
で
あ
る
。
①
秋
の
む
し
の
て
だ
ま
も
ゆ
ら
に
お
る
は
た
を
た
れ
き
て
見
よ
と
野
辺
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
（
秋
四
・
七
百
五
十
一
番
左
勝
・
一
五
〇
〇
・
後
鳥
羽
院
）
月
は
こ
れ
あ
は
れ
を
人
に
つ
く
さ
せ
て
に
し
へ
つ
ひ
に
は
さ
そ
ふ
な
り
け
り
（
同
右
・
一
五
〇
一
・
俊
成
）
左
、
秋
虫
仮
機
婦
札
札
之
声
、
晩
野
感
行
人
悠
悠
之
望
、
詞
雖
為
塞
北
秋
雁
之
行
、
心
深
於
江
南
春
水
之
色
、
其
義
偏
慣
于
上
世
、
其
体
又
超
于
中
古
右
、
寄
瞻
望
於
秋
月
凝
観
念
於
西
天
許
也
、
幽
玄
之
詞
、
雖
頗
異
他
、
勝
負
之
思
、
更
難
及
左
者
歟
②
し
ぐ
れ
に
は
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
た
か
さ
ご
の
を
の
へ
の
松
に
秋
風
ぞ
ふ
く
（
秋
四
・
七
百
六
十
一
番
左
持
・
一
五
二
〇
・
有
家
）
あ
き
や
を
し
き
く
れ
ゆ
く
そ
ら
や
あ
は
れ
な
る
お
も
ひ
さ
だ
め
よ
む
し
の
こ
ゑ
ご
ゑ
（
同
右
・
一
五
二
一
・
三
宮
）
左
歌
、
雖
似
有
余
情
、
可
謂
無
殊
事
右
歌
、
惜
涼
秋
之
暮
景
、
憐
徴
陽
之
短
明
（
注
７
）
、
雖
不
思
定
、
強
無
差
別
歟
③
ま
す
か
が
み
み
る
め
の
う
ら
の
夜
半
の
月
こ
ほ
り
を
よ
す
る
秋
の
し
ほ
か
ぜ
（
秋
四
・
七
百
六
十
六
番
左
勝
・
一
五
三
〇
・
後
鳥
羽
院
）
月
見
ば
と
た
の
め
し
あ
き
の
よ
も
す
が
ら
ま
た
う
ら
め
し
く
う
つ
衣
か
な
（
同
右
・
一
五
三
一
・
俊
成
卿
女
）
右
、
擣
衣
迎
八
月
九
月
之
涼
夜
、
怨
千
声
万
声
之
寒
杵
、
其
詞
尤
雖
花
麗
、
其
体
頗
無
気
力
歟
左
、
真
寸
鏡
江
心
波
上
之
色
、
秋
風
夜
月
之
影
、
如
金
膏
磨
瑩
珠
函
新
開
、
勝
自
秦
皇
之
照
瞻
、
不
異
唐
帝
之
鑑
古
、
似
肖
有
九
五
飛
天
之
竜
、
人
間
臣
妾
誰
敢
及
哉
④
ね
ざ
め
す
る
な
が
づ
き
の
夜
の
と
こ
さ
む
み
け
さ
ふ
く
風
に
霜
や
お
く
ら
ん
（
秋
四
・
七
百
六
十
九
番
左
勝
・
一
五
三
六
・
公
継
）
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い
か
に
せ
ん
き
ほ
ふ
木
の
葉
の
こ
が
ら
し
に
た
え
ず
も
の
お
も
ふ
な
が
づ
き
の
そ
ら
（
同
右
・
一
五
三
七
・
定
家
）
左
、
涼
夜
之
方
永
、
耿
介
而
不
寝
こ
こ
ろ
、
む
か
し
の
華
省
の
秋
思
ひ
や
ら
れ
て
い
と
を
か
し
く
こ
そ
侍
る
め
れ
右
は
、
い
か
に
せ
ん
と
お
け
る
よ
り
風
情
つ
き
に
け
る
に
や
と
き
こ
え
侍
れ
ば
、
尤
以
左
可
為
勝
⑤
い
さ
い
か
に
み
や
ま
の
お
く
に
し
ほ
れ
て
も
心
し
り
た
き
秋
の
夜
の
月
（
秋
四
・
七
百
七
十
一
番
左
・
一
五
四
〇
・
季
能
）
よ
や
ふ
く
る
く
も
の
は
る
か
に
な
く
か
り
も
ひ
と
つ
に
な
り
ぬ
衣
う
つ
こ
ゑ
（
同
右
勝
・
一
五
四
一
・
家
隆
）
左
は
、
し
り
が
た
き
と
い
へ
る
、
雖
聞
俗
人
之
語
、
未
詠
和
歌
之
詞
歟
、
加
之
初
五
字
又
不
甘
心
右
、
霜
砧
之
韻
夜
深
、
雲
雁
之
声
暗
通
、
景
気
甚
幽
而
感
情
相
催
歟
⑥
な
き
ま
さ
る
お
の
が
こ
ゑ
に
や
き
り
ぎ
り
す
ふ
け
ゆ
く
よ
は
の
ほ
ど
を
し
る
ら
ん
（
秋
四
・
七
百
八
十
番
左
・
一
五
五
八
・
顕
昭
）
ふ
る
さ
と
に
ひ
と
り
も
月
を
見
つ
る
か
な
を
ば
す
て
や
ま
を
な
に
お
も
ひ
け
ん
（
同
右
勝
・
一
五
五
九
・
俊
成
）
左
、
暗
蛬
之
韻
、
以
已
音
之
漸
増
、
知
夜
漏
之
方
闌
、
推
察
之
思
頗
似
無
詮
右
、
玄
兔
之
影
、
極
旧
里
之
閑
、
望
褊
名
所
之
遠
情
心
尤
幽
玄
、
足
於
賞
翫
者
歟
⑦
み
る
も
う
し
あ
す
は
な
ご
り
も
あ
ら
し
山
け
ふ
の
み
あ
き
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
そ
ら
（
秋
四
・
八
百
二
十
二
番
左
・
一
六
四
二
・
保
季
）
た
の
め
お
く
か
た
も
や
あ
ら
ん
か
へ
る
秋
心
を
や
り
て
を
し
む
け
ふ
か
な
（
同
右
勝
・
一
六
四
三
・
俊
成
）
雲
之
為
体
忽
兮
改
容
、
須
臾
之
間
変
化
無
窮
、
何
限
暮
秋
之
期
、
永
失
旦
朝
之
望
乎
右
歌
無
其
難
歟
⑧
た
づ
ね
き
て
か
へ
ら
む
み
ち
ぞ
わ
す
れ
ぬ
る
は
な
に
か
は
ら
ぬ
雪
の
木
か
げ
は
（
冬
一
・
八
百
六
十
四
番
左
持
・
一
七
二
六
・
小
侍
従
）
う
ゑ
お
き
て
あ
き
の
か
た
み
と
み
る
き
く
の
冬
の
色
こ
そ
猶
ま
さ
り
け
れ
（
同
右
・
一
七
二
七
・
俊
成
）
左
、
尋
雪
中
寒
樹
、
混
春
花
之
美
景
右
、
対
霜
後
孤
叢
、
翫
紫
菊
之
残
色
、
各
催
其
感
、
可
謂
同
科
歟
⑨
あ
づ
ま
ぢ
を
ゆ
き
に
う
ち
い
で
て
見
わ
た
せ
ば
な
み
に
た
だ
よ
ふ
う
き
島
が
は
ら
（
冬
一
・
九
百
番
左
・
一
七
九
八
・
顕
昭
）
こ
の
葉
ち
る
み
ぎ
は
を
は
ら
ふ
山
か
ぜ
の
あ
と
に
む
す
ぶ
は
こ
ほ
り
な
り
け
り
（
同
右
勝
・
一
七
九
九
・
寂
蓮
）
左
歌
、
ゆ
き
に
う
ち
い
で
て
と
い
へ
る
、
浪
に
も
こ
と
よ
り
て
を
か
し
く
は
侍
る
を
、
す
こ
し
お
も
ひ
い
で
ら
る
る
事
こ
そ
侍
れ
、
作
者
は
見
お
よ
ば
ず
も
侍
ら
ん
、
建
久
二
年
左
大
将
家
百
首
、
あ
し
が
ら
の
関
路
こ
え
行
く
し
の
の
め
に
ひ
と
む
ら
か
す
む
う
き
し
ま
が
は
ら
、
正
治
二
年
内
大
臣
家
歌
合
、
こ
ま
な
め
て
う
ち
い
で
の
は
ま
を
見
わ
た
せ
ば
あ
さ
ひ
に
さ
わ
ぐ
志
賀
の
浦
な
み
、
雖
似
昨
今
事
、
徐
達
遐
邇
之
聴
、
打
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出
見
渡
之
詞
、
東
路
眺
望
之
心
、
大
略
相
同
此
両
首
歟
右
歌
、
氷
句
雖
頗
無
念
、
風
体
似
聊
有
心
①
の
左
歌
「
秋
の
む
し
の
」（
後
鳥
羽
院
）
の
上
句
は
、
足
玉
も
手
玉
も
ゆ
ら
に
織
る
服はた
を
君
が
御
衣
に
縫
ひ
あ
へ
む
か
も
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
の
雑
歌
・
「
七
夕
」
・
二
〇
六
五
）
の
第
二
・
三
句
を
そ
の
ま
ま
使
い
な
が
ら
、
そ
の
織
女
の
機
織
（
の
音
）
を
秋
の
虫
（
の
音
）
に
喩
え
る
と
い
う
趣
向
に
お
い
て
、
か
り
が
ね
の
は
風
を
さ
む
み
は
た
お
り
め
く
だ
ま
く
こ
ゑ
の
き
り
き
り
と
な
く
（
古
今
和
歌
六
帖
第
六
・
虫
・
「
は
た
お
り
め
」
・
四
〇
一
七
）
秋
く
れ
ば
野
も
せ
に
虫
の
お
り
み
だ
る
こ
ゑ
の
あ
や
を
ば
た
れ
か
き
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
二
・
藤
原
元
善
）
秋
く
れ
ば
は
た
お
る
虫
の
あ
る
な
へ
に
唐
錦
に
も
見
ゆ
る
の
べ
か
な
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
八
〇
・
貫
之
・
「
屏
風
に
」）
を
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
て
、
定
家
は
「
秋
虫
仮
機
婦
札
札
之
声
」
と
判
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
サ
ツ
サ
ツ
」
と
い
う
音
に
つ
い
て
は
、
機
梭
声
扎
扎
　
牛
驢
走
紛
紛
（
白
氏
文
集
巻
一
〇
・
「
朱
陳
村
詩
」）
札
札
草
間
鳴
　
促
促
機
上
声
（
北
宋
・
梅
堯
臣
「
促
織
」）
色
冷
蒼
々
盈
砌
月
　
声
寒
札
々
繞
床
虫
（
本
朝
文
粋
巻
一
二
・
三
八
九
・
藤
原
衆
海
「
秋
夜
書
懐
」）（
注
８
）
と
い
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
、
機
を
織
る
音
が
秋
の
虫
の
音
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
定
家
自
身
は
建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
に
、
七
夕
の
手
玉
も
ゆ
ら
に
お
る
は
た
を
を
り
し
も
な
ら
ふ
虫
の
声
か
な
（
拾
遺
愚
草
上
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
秋
・
一
三
三
七
）
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
て
、
比
喩
で
は
な
く
織
女
の
機
織
の
音
と
虫
の
音
と
を
重
ね
て
描
い
て
い
る
。
更
に
定
家
は
院
の
下
句
を
「
晩
野
感
行
人
悠
悠
之
望
」
と
捉
え
て
い
る
。「
野
辺
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
」
と
結
ば
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
一
首
の
虫
は
あ
た
か
も
旅
人
の
如
く
、
遥
か
遠
い
広
大
な
空
間
の
点
景
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
①
の
右
歌
「
月
は
こ
れ
」（
俊
成
）
は
、
俊
成
自
身
が
判
を
行
っ
た
慈
円
の
、
夢
に
ま
よ
ふ
心
の
や
み
も
あ
は
れ
か
け
て
か
な
ら
ず
さ
そ
へ
西
に
行
く
月
（
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
・
二
一
七
）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
慈
円
の
一
首
は
、
こ
の
歌
合
の
最
後
に
置
か
れ
て
お
り
、「
ま
よ
ふ
」「
心
の
や
み
」
と
い
っ
た
言
葉
に
よ
る
仏
教
的
な
省
察
と
月
に
向
か
っ
て
「
か
な
ら
ず
さ
そ
へ
」
と
い
う
西
方
へ
の
強
い
憧
憬
の
念
が
込
め
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
俊
成
の
一
首
で
は
、
仏
教
的
省
察
は
顕
著
で
は
な
い
が
、「
西
の
山
の
端
に
暮
れ
て
ゆ
く
皎
々
た
る
名
月
は
人
の
心
を
お
の
ず
か
ら
極
楽
に
誘
っ
て
ゆ
く
」（
注
９
）
観
念
が
表
さ
れ
て
い
る
。
定
家
の
判
詞
の
中
の
「
寄
瞻
望
於
秋
月
凝
観
念
於
西
天
許
也
」
か
ら
は
、
次
の
詩
句
が
想
起
さ
れ
る
。
南
翔
北
嚮
　
難
付
寒
温
於
秋
鴻
東
出
西
流
只
寄
瞻
望
於
暁
月
（
和
漢
朗
詠
集
下
・
恋
・
七
八
三
・
大
江
朝
綱
「
呉
越
王
書
」
）
朝
綱
の
詩
句
は
「
恋
」
に
分
類
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
西
に
傾
く
月
と
西
方
へ
の
思
い
を
詠
ん
で
い
る
。
俊
成
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
西
方
へ
の
憧
憬
の
念
を
前
に
し
て
、
慈
円
の
よ
り
仏
教
的
省
察
の
深
い
和
歌
を
想
起
し
た
定
家
が
、
朝
綱
の
詩
句
を
借
り
て
判
じ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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こ
の
番
に
つ
け
ら
れ
た
左
右
の
判
詞
は
、
い
ず
れ
も
対
句
仕
立
て
の
非
常
に
凝
っ
た
も
の
で
あ
る
。
七
百
五
十
一
番
の
判
詞
で
あ
る
が
、
定
家
に
と
っ
て
は
一
番
判
詞
に
相
当
し
、
し
か
も
後
鳥
羽
院
と
俊
成
の
歌
を
評
す
る
と
い
う
、
重
要
な
判
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
西
行
の
「
宮
河
歌
合
」
の
一
番
判
詞
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
気
負
い
や
昂
揚
感
も
あ
っ
て
、
よ
り
格
調
の
高
い
漢
文
判
詞
を
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
の
右
歌
「
あ
き
や
を
し
き
」（
三
宮
）
の
判
詞
、
④
の
左
歌
「
ね
ざ
め
す
る
」
（
公
継
）
の
判
詞
で
は
、
い
ず
れ
も
『
文
選
』
所
収
の
晋
の
潘
岳
の
「
秋
興
賦
」
が
引
か
れ
て
い
る
。「
秋
興
賦
」
は
定
家
や
こ
の
時
代
の
歌
人
の
好
尚
の
よ
う
で
、
定
家
執
筆
の
判
詞
で
は
、
建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
の
「
内
裏
百
番
歌
合
」
と
建
保
五
（
一
二
一
七
）
年
の
「
冬
題
歌
合
」
に
も
認
め
ら
れ
た
。「
秋
興
賦
」
は
秋
の
悲
愁
と
人
生
の
悲
哀
に
満
ち
た
作
品
で
あ
る
。
次
に
そ
の
一
部
を
示
す
。
何
微
陽
之
短
　
、
覚
涼
夜
之
方
永
、
月
朧
以
含
光
兮
、
露
凄
清
以
凝
冷
。
燿
粲
於
階
闥
兮
、
蟋
蟀
鳴
乎
軒
。
聴
離
鴻
之
晨
吟
兮
、
望
流
火
之
余
景
。
宵
耿
介
而
不
寝
兮
、
独
展
転
於
華
省
。
悟
時
歳
之
遒
尽
兮
、
慨
俛
首
而
自
省
。
（
注
10
）
こ
の
最
初
の
「
微
陽
之
短
」
を
②
の
右
歌
の
「
く
れ
ゆ
く
そ
ら
」（
光
が
か
す
か
に
な
っ
て
ゆ
く
空
）
に
対
応
さ
せ
て
用
い
て
い
る
。
④
の
公
継
の
歌
「
ね
ざ
め
す
る
」
で
は
、
寝
覚
め
が
ち
の
九
月
の
夜
長
の
悲
哀
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
定
家
は
「
秋
興
賦
」
の
心
境
と
重
ね
て
鑑
賞
し
て
い
る
。
公
継
の
一
首
は
『
新
古
今
集
』
（
秋
下
・
五
一
九
）
に
入
集
さ
れ
て
お
り
、
久
保
田
淳
氏
は
、
『
全
集
』
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
文
選
』
巻
七
、
潘
安
仁
の
「
秋
興
賦
」
の
一
節
を
引
い
て
、
そ
の
世
界
が
思
い
や
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
過
褒
で
あ
ろ
う
。
作
者
公
継
に
と
っ
て
、「
秋
興
賦
」
は
当
然
読
者
範
囲
内
の
も
の
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
今
の
歌
の
場
合
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
…
…
「
秋
興
賦
」
ま
が
い
の
秋
夜
の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
と
言
わ
れ
る
（
注
11
）
。
た
だ
、
公
継
に
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
」
に
、
定
家
と
番
え
ら
れ
た
次
の
一
首
が
あ
る
。
我
が
こ
こ
ろ
い
か
に
か
す
べ
き
さ
な
き
だ
に
秋
の
思
ひ
は
か
な
し
き
も
の
を
（「
秋
恋
」
・
十
二
番
左
・
二
三
・
公
継
）
こ
よ
ひ
し
も
月
や
は
あ
ら
ぬ
大
か
た
の
秋
は
な
ら
ひ
を
人
ぞ
つ
れ
な
き
（
同
右
勝
・
二
四
・
定
家
）
両
首
と
も
に
秋
の
お
も
ひ
に
た
へ
ざ
る
心
は
を
か
し
き
を
、
左
は
、
か
の
潘
岳
が
秋
興
賦
の
心
に
て
も
侍
る
を
、
か
な
し
き
も
の
を
と
い
へ
る
や
、
や
す
ら
か
な
ら
ん
と
き
こ
え
侍
る
に
や
、
右
は
な
ほ
心
あ
る
に
や
な
ど
き
こ
え
し
か
ば
、
右
の
か
ち
に
な
り
侍
り
し
な
り
、
ま
こ
と
に
片
腹
い
た
く
こ
そ
侍
り
し
か
こ
れ
も
ま
た
「
潘
岳
が
秋
興
賦
の
心
に
て
も
侍
る
を
」
と
い
う
判
が
付
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
定
家
執
筆
の
判
詞
の
中
で
「
秋
興
賦
」
が
引
か
れ
た
「
内
裏
百
番
歌
合
」
の
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
此
わ
が
身
に
い
と
ふ
秋
の
し
も
つ
も
れ
ば
人
の
袖
の
月
か
げ
（
秋
・
五
十
四
番
右
勝
・
一
〇
八
・
経
通
）
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…
…
我
が
身
に
い
と
ふ
秋
の
霜
つ
も
れ
ば
人
の
袖
の
月
か
げ
、
と
い
へ
る
、
晋
室
潘
中
郎
之
感
秋
之
詞
、
我
朝
在
中
将
　
老
之
心
、
彼
是
に
よ
り
て
妖
艶
に
き
こ
え
侍
り
し
か
ば
勝
と
定
め
侍
り
に
き
こ
の
傍
線
部
は
、「
秋
興
賦
」
の
先
に
紹
介
し
た
部
分
に
続
く
「
斑
鬢
髟
以
承
弁
兮
、
素
髪
以
垂
領
」
と
、
業
平
の
、
お
ほ
か
た
は
月
を
も
め
で
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
つ
も
れ
ば
人
の
お
い
と
な
る
も
の
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
九
・
業
平
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
妖
艶
」
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。「
冬
題
歌
合
」
の
も
の
は
、
ふ
り
く
ら
し
山
路
ま
よ
は
す
ゆ
き
ま
よ
り
夕
日
は
う
す
き
を
ち
の
し
ら
雲
（「
冬
夕
旅
」
・
四
十
五
番
左
・
八
九
・
忠
定
）
冬
の
日
の
ゆ
く
ほ
ど
も
な
き
夕
暮
に
猶
里
遠
き
武
蔵
野
の
原
（
同
右
勝
・
九
〇
・
知
家
）
微
陽
之
短
　
雖
無
程
、
長
途
之
遠
望
猶
不
尽
、
殊
宜
之
由
各
申
之
、
為
勝
で
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
右
歌
「
冬
の
日
の
ゆ
く
ほ
ど
も
な
き
夕
暮
に
」（『
続
拾
遺
集
』
羈
旅
・
六
九
八
に
入
集
）
と
い
う
冬
の
夕
べ
の
か
す
か
な
日
の
光
を
捉
え
た
歌
か
ら
「
微
陽
之
短
」
を
連
想
し
て
い
る
。（
左
歌
「
夕
日
は
う
す
き
」
も
こ
の
連
想
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。）
こ
の
二
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
冬
の
夕
べ
の
よ
う
に
、
秋
の
日
や
冬
の
日
が
暮
れ
る
時
の
か
す
か
な
日
の
光
を
捉
え
る
と
い
う
の
は
、
漢
詩
文
摂
取
を
背
景
と
し
た
新
古
今
的
な
美
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
他
に
も
、
夕
附
日
光
は
空
に
の
こ
れ
ど
も
山
陰
く
ら
き
大
は
ら
の
さ
と
（
正
治
後
度
百
首
・
雑
・
「
暮
」
・
四
六
九
・
隆
実
）
や
、
定
家
の
、
き
よ
み
が
た
ひ
ま
ゆ
く
駒
も
影
う
す
し
秋
な
き
浪
の
秋
の
夕
暮
（
拾
遺
愚
草
上
・
内
裏
百
首
・
秋
・
「
清
見
関
」
・
一
二
四
三
）
神
無
月
く
れ
や
す
き
日
の
色
な
れ
ば
霜
の
下
葉
に
風
も
た
ま
ら
ず
（
同
下
・
冬
・
二
四
一
六
・
続
拾
遺
集
・
冬
・
四
〇
五
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
秋
の
日
の
う
す
き
衣
に
風
た
ち
て
行
く
人
ま
た
ぬ
を
ち
の
し
ら
雲
（
同
下
・
雑
・
旅
・
二
六
八
四
・
「
摂
政
殿
詩
歌
合
、
羈
中
眺
望
」、
玉
葉
集
・
旅
・
一
一
六
二
）
で
は
秋
の
微
光
と
旅
人
の
漂
泊
の
衣
を
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
美
の
世
界
に
つ
い
て
も
論
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、「
秋
興
賦
」
の
受
容
と
併
せ
て
、
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
が
菅
原
為
長
撰
の
『
文
鳳
抄
』（
注
12
）
の
記
述
で
あ
る
。『
文
鳳
抄
』
天
象
部
「
日
」
の
付
項
目
「
夕
陽
」
で
は
、「
春
日
」
「
夏
日
」「
秋
日
」「
冬
日
」
そ
れ
ぞ
れ
の
夕
陽
を
捉
え
て
い
る
。「
秋
日
」
に
は
「
短
陽
微
」、「
冬
日
」
に
は
「
易
レ
暮
早
傾
」「
影
淡
光
」
と
あ
る
。
句
題
和
歌
に
お
い
て
も
慈
円
の
『
拾
玉
集
』
に
は
「
秋
日
易
暮
」
と
い
う
句
題
が
見
ら
れ
、
ほ
ど
も
な
く
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
や
ま
こ
と
に
秋
の
あ
は
れ
な
る
ら
む
（
拾
玉
集
・
四
一
三
四
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
建
久
元
年
九
月
に
兼
実
邸
で
催
さ
れ
た
「
三
首
和
歌
」
の
一
首
で
あ
る
。
本
間
洋
一
氏
に
よ
っ
て
『
文
鳳
抄
』
の
成
立
時
期
が
検
討
さ
れ
─ 71 ─
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
れ
ば
、
詩
歌
と
も
に
新
古
今
時
代
に
は
上
述
の
如
き
美
の
世
界
が
追
求
さ
れ
た
跡
は
確
認
で
き
よ
う
。
前
後
し
た
が
、「
千
五
百
番
歌
合
」
の
漢
文
判
詞
と
し
て
挙
げ
た
も
の
を
、
も
う
少
し
見
て
お
き
た
い
。
③
の
漢
文
判
詞
は
、
白
楽
天
の
詩
句
と
『
古
今
集
』
真
名
序
の
六
歌
仙
評
を
借
り
て
鑑
賞
と
批
評
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
俊
成
卿
女
の
歌
に
対
し
て
は
、
八
月
九
月
正
長
夜
　
千
声
万
声
無
了
時
（
和
漢
朗
詠
集
上
・
秋
・
「
擣
衣
」
・
三
四
五
・
白
楽
天
）
（
宇
治
山
僧
喜
撰
）
其
詞
華
麗
…
…
（
小
野
小
町
之
歌
）
艶
而
無
気
力
（
古
今
集
序
・
紀
淑
望
）
を
、
左
の
院
の
歌
に
対
し
て
は
、
百
錬
鏡
　
…
…
　
江
心
波
上
舟
中
鑄
　
…
　
瓊
粉
金
膏
磨
瑩
已
　
化
為
一
片
秋
潭
水
　
鏡
成
将
献
蓬
莱
宮
　
楊
州
長
史
手
自
封
　
人
間
臣
妾
不
合
照
　
背
有
九
五
飛
天
龍
人
人
呼
為
天
子
鏡
　
我
有
一
言
聞
太
宗
　
太
宗
常
以
人
為
鏡
　
鑑
古
鑑
今
不
鑑
容
…
…
（
白
氏
文
集
巻
四
・
「
百
錬
鏡
」）
を
用
い
て
い
る
。
院
は
「
ま
す
か
が
み
」
と
い
う
比
喩
に
よ
っ
て
、
月
が
ま
す
ま
す
冴
え
て
輝
く
さ
ま
を
印
象
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
が
白
楽
天
の
「
百
練
鏡
」
と
い
う
、
鍛
え
に
鍛
え
て
秋
の
水
の
ご
と
く
輝
く
明
鏡
を
連
想
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
判
詞
の
中
の
秦
皇
の
「
照
瞻
」
は
「
照
膽
（
胆
）」
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、『
西
京
雑
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
秦
の
咸
陽
宮
の
方
鏡
を
説
明
し
た
、
…
…
女
子
有
邪
心
則
胆
張
心
動
秦
始
皇
常
以
照
宮
人
胆
張
心
動
者
則
殺
之
…
…
（
西
京
雑
記
巻
三
）（
注
13
）
に
拠
っ
た
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
⑥
で
あ
る
。「
暗
蛬
」
と
対
に
な
る
よ
う
に
、
月
を
「
玄
兔
」
と
い
う
漢
語
で
表
し
て
い
る
。
掲
出
の
判
詞
に
あ
る
よ
う
に
『
新
編
国
歌
大
観
』（
第
五
巻
）
で
は
「
極
旧
里
之
閑
、
望
褊
名
所
之
遠
情
心
尤
幽
玄
、」
の
如
き
句
読
点
に
よ
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
左
歌
の
判
詞
と
の
対
応
を
考
え
る
と
、「
極
旧
里
之
閑
望
、
褊
名
所
之
遠
情
、
心
尤
幽
玄
、」
で
あ
ろ
う
。
顕
昭
の
「
な
き
ま
さ
る
」
の
歌
の
本
歌
と
し
て
、
よ
わ
り
ゆ
く
虫
の
こ
ゑ
に
や
山
里
は
く
れ
ぬ
る
秋
の
ほ
ど
を
し
る
ら
ん
（
散
木
奇
歌
集
・
秋
・
四
二
七
、
堀
河
百
首
・
「
虫
」）
が
挙
げ
ら
れ
、
俊
成
の
「
ふ
る
さ
と
に
」
の
歌
の
習
作
と
し
て
、
か
く
し
も
は
を
ば
す
て
山
も
な
か
り
け
ん
ひ
と
り
月
み
る
ふ
る
さ
と
の
秋
（
長
秋
草
・
二
〇
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
里
で
独
り
月
を
見
る
孤
独
感
は
姨
捨
山
の
月
を
も
凌
ぐ
思
い
な
の
で
あ
る
。
定
家
は
蟋
蟀
と
月
と
を
対
偶
的
に
取
り
扱
い
、
左
歌
と
右
歌
の
批
評
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
句
構
成
は
、
⑤
の
右
歌
の
判
詞
に
お
け
る
「
霜
砧
〜
」
と
「
雲
雁
〜
」、
⑧
に
お
け
る
左
歌
の
判
詞
と
右
歌
の
判
詞
に
も
窺
え
る
。
⑥
、
⑤
の
右
歌
、
⑧
の
い
ず
れ
の
判
詞
で
も
、
管
見
で
は
判
詞
の
直
接
の
典
拠
と
な
っ
た
漢
詩
文
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
、
俊
成
の
「
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」
の
判
詞
②
の
場
合
と
同
様
に
、
和
歌
に
触
発
さ
れ
た
定
家
の
創
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
⑦
の
左
歌
の
漢
文
判
詞
は
、
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」
の
次
の
傍
線
部
分
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
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昔
者
楚
襄
王
、
与
宋
玉
遊
於
雲
夢
之
台
。
望
高
唐
之
観
、
其
上
独
有
雲
気
。
兮
直
上
、
忽
兮
改
容
、
須
臾
之
間
、
変
化
無
窮
、
…
…
旦
朝
視
之
如
言
。
（
文
選
・
楚
・
宋
玉
「
高
唐
賦
」）
「
み
る
も
う
し
」
の
歌
は
暮
秋
の
空
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
漢
文
判
詞
の
「
雲
」
は
「
空
」
の
誤
り
で
、
空
の
変
転
の
さ
ま
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
古
典
文
庫
『
千
五
百
番
歌
合
三
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
）
で
は
「
雲
」
に
対
し
て
、「
空
歟
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
五
以
上
、
漢
文
で
書
か
れ
た
判
詞
を
示
し
、
和
歌
表
現
と
の
比
較
や
典
拠
と
な
っ
た
漢
詩
文
の
検
索
を
行
っ
て
み
た
。
定
家
以
外
の
歌
人
に
よ
る
漢
文
判
詞
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
更
に
久
保
田
淳
氏
が
『
新
古
今
集
』
に
入
集
さ
れ
た
「
ね
ざ
め
す
る
」
の
歌
（
秋
下
・
五
一
九
）
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
定
家
の
判
詞
に
は
や
や
主
観
的
と
も
思
え
る
漢
文
判
詞
も
見
ら
れ
る
た
め
、
や
や
も
す
れ
ば
漢
文
判
詞
は
定
家
自
身
の
個
人
的
な
興
味
に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
歌
合
と
い
う
公
の
場
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
和
歌
の
鑑
賞
や
批
評
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
定
家
自
身
の
漢
詩
文
に
対
す
る
強
い
興
味
を
反
映
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
代
に
、
漢
詩
文
と
和
歌
と
の
対
応
を
求
め
た
り
、
漢
詩
文
の
情
趣
を
和
歌
の
世
界
へ
と
積
極
的
に
摂
取
し
て
い
こ
う
と
す
る
精
神
が
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
新
古
今
時
代
の
和
歌
に
お
け
る
漢
詩
文
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
漢
詩
文
摂
取
が
明
瞭
な
も
の
（
す
な
わ
ち
本
文
と
指
摘
で
き
る
も
の
）
か
ら
、
間
接
的
な
も
の
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
比
較
検
討
を
試
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
回
は
漢
文
で
書
か
れ
た
判
詞
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。
定
家
は
影
響
関
係
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
歌
の
本
質
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
漢
詩
文
的
な
世
界
を
連
想
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
歌
人
が
意
識
的
に
漢
詩
文
を
摂
取
し
て
、
新
し
い
表
現
を
開
拓
し
た
り
、
重
層
的
な
情
調
を
創
出
し
た
り
す
る
場
合
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
判
者
が
一
首
の
美
的
世
界
の
本
質
を
語
る
際
に
、
直
観
的
に
漢
文
体
を
と
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
漢
文
で
書
か
れ
た
判
詞
に
、
和
漢
比
較
文
学
研
究
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
ら
思
え
る
。
※
『
万
葉
集
』
は
『
萬
葉
集
訳
文
篇
』（
塙
書
房
）、
そ
れ
以
外
の
和
歌
・
歌
合
判
詞
及
び
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）、
唐
詩
は
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
）、『
白
氏
文
集
』
は
那
波
本
、
宋
詩
は
『
全
宋
詩
』（
北
京
大
学
出
版
社
）
に
拠
る
。
引
用
文
献
の
字
体
は
す
べ
て
現
行
の
新
字
体
に
改
め
た
。
注
１
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
片
野
達
郎
、
松
野
陽
一
校
注
『
千
載
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
四
月
）
等
２
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』（
岩
波
書
店
）
所
収
　
久
松
潜
一
校
注
『
長
秋
詠
藻
』
３
　
『
史
記
』
の
引
用
は
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
に
拠
る
。
４
　
『
尚
書
大
伝
』
の
引
用
は
『
尚
書
大
伝
逐
字
索
引
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
─ 73 ─
九
四
年
五
月
）
に
拠
る
。
５
　
松
村
雄
二
「
定
家
と
『
明
月
記
』
―
詩
と
散
文
と
漢
文
と
―
」（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
第
十
三
巻
『
新
古
今
集
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
一
一
月
）
６
　
武
田
元
治
『
西
行
自
歌
合
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
九
年
一
一
月
）
７
　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
所
収
「
千
五
百
番
歌
合
」
の
底
本
は
、
現
存
最
古
の
高
松
宮
蔵
の
南
北
朝
期
写
本
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
（
五
〇
一
・
五
五
七
）
を
翻
刻
し
た
有
吉
保
校
・
古
典
文
庫
『
千
五
百
番
歌
合
二
』（
一
九
六
二
年
八
月
）
は
「
微
陽
之
短
明
」
で
あ
る
。
ィ
８
　
『
本
朝
文
粋
』
の
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
９
　
赤
羽
学
『
幽
玄
美
の
探
究
』（
清
水
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
二
月
）「
歌
合
の
判
詞
を
通
し
て
見
た
定
家
の
幽
玄
」
二
七
四
頁
10
『
文
選
』
の
引
用
は
全
釈
漢
文
大
系
（
集
英
社
）
に
拠
る
。
11
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
第
三
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
一
二
月
）
12
『
文
鳳
抄
』
の
引
用
は
本
間
洋
一
校
注
『
歌
論
歌
学
集
成
』
別
巻
二
（
三
弥
井
書
店
）
に
拠
る
。
本
間
氏
は
『
文
鳳
抄
』
初
編
本
の
成
立
を
、
建
久
七
（
一
一
九
六
）
年
よ
り
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
間
以
後
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
以
前
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
13
『
西
京
雑
記
』
の
引
用
は
四
部
叢
刊
に
拠
る
。
（
み
お
　
く
み
え
／
本
学
助
手
）
─ 74 ─
